
（
期
間　
10
月
21
日
〜
１
月
31
日
）

【
寄
付
金
】

◆
宮
古
下
町
町
内
会
様

　
　
　
　
　
２
２
６
，
１
６
０
円

◆
リ
ズ
ム
様　
　
２
，
６
０
０
円

◆
佐
々
木
多
津
子
様

　
　
　
　
　
　
１
０
，
０
０
０
円

◆
高
浜
婦
人
会
会
長　
鈴
木
光
子
様

　
　
　
　
　
　
１
２
，
６
３
３
円

◆
匿
名
様　
　
１
０
，
０
０
０
円

◆
宮
古
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
様

　
　
　
　
　
　
１
４
，
７
０
０
円

【
物
品
寄
付
】

◆（
公
社
）宮
古
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様

　
食
品

◆
茂
市
久
美
子
様　
書
籍
「
田
老

　
の
町
で
生
き
抜
い
て
」
４
冊

◆
紫
桐
会
職
員
互
助
会
様

　
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
４
箱

◆
匿
名
様　
臼
・
杵
一
式

◆
連
合
岩
手
宮
古
地
域
協
議
会
議
長

　
伊
藤
俊
様　
米
60
㎏

◆
株
式
会
社
公
楽
ウ
イ
ン
ズ
宮
古
様

　
お
菓
子
詰
め
合
わ
せ
60
袋

◆
慶
徳
雄
二
様

　
お
菓
子
詰
め
合
わ
せ
2
袋

◆
立
正
佼
成
会
釜
石
教
会
教
会
長

　
橋
本
恵
市
様　
米
30
㎏

◆
岩
手
日
報
宮
古
広
華
会
様

　
食
品
約
５
５
０
点

　
近
年
、
私
た
ち
の
生
活
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。20
年
後
に
は
人
口
減
少・

少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、
単

身
世
帯
は
約
４
割
に
達
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人

の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
の
変

化
に
伴
い
、
地
域
の
つ
な
が
り
は

希
薄
化
し
、
８
０
５
０
問
題（
※1
）

や
ダ
ブ
ル
ケ
ア（
※2
）、
社
会
的
孤

立
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
個
人
や

世
帯
が
抱
え
る
課
題
が
複
雑
化
・

複
合
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
生
活
の
困
り
ご
と

は
、
一
つ
の
世
帯
が
同
時
に
複
数

の
課
題
を
抱
え
て
い
た
り
、
誰
に

も
相
談
で
き
な
い
こ
と
か
ら
表
面

化
し
に
く
く
、
必
要
な
支
援
を
受

け
ら
れ
な
い
ま
ま
状
態
が
深
刻
化

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
複
合
化
・
複
雑

化
し
て
い
る
生
活
の
困
り
ご
と

は
、
従
来
の
高
齢
者・障
が
い
者・

子
ど
も
・
生
活
困
窮
な
ど
分
野
別

の
制
度
だ
け
で
は
、
対
応
し
き
れ

な
い
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
地
域
に
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
は
じ
め
、
自
治
会
・
町
内

会
、
社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

行
政
な
ど
、
様
々
な
相
談
窓
口
が

あ
り
ま
す
。
生
活
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
そ
れ
ら
の
住
民
、
各
支

援
機
関
が
分
野
と
い
う
「
枠
」
を

超
え
て
連
携
し
、
既
存
の
相
談
支

援
や
分
野
の
強
み
を
活
か
し
て
、

地
域
全
体
で
相
談
者
に
寄
り
添
い

支
え
る
、
包
括
的
な
し
く
み
づ
く

り
が
必
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
住
民
が
地
域
の
課
題

を
「
我
が
事
」
と
し
て
受
け
止

め
、
解
決
に
向
け
て
関
係
機
関
と

一
緒
に
考
え
る
取
り
組
み
を
通
じ

て
、「
個
」を
支
援
で
き
る「
地
域
」

を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
年
度
策
定
し
た
、
第
２
期
宮

古
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
で
は
、

「〝
ひ
と
〟
と 

〝
人
〟 

が
つ
な
が
り

　
関
わ
り
あ
い　
と
も
に　
支
え

合
う　
ま
ち　
み
や
こ
」
の
基
本

理
念
の
下
、
地
域
課
題
や
ニ
ー
ズ

を
発
見
し
、
受
け
止
め
、
地
域

資
源
と
つ
な
ぎ
、
具

体
的
な
解
決
へ
と
導

く
た
め
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
機
能
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
宮
古
市
社
会
福
祉

協
議
会
は
、
こ
れ
か

ら
も
、
皆
さ
ま
と
一

緒
に
、
誰
も
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、

い
つ
ま
で
も
安
心
、

安
全
に
そ
の
人
ら
し

い
生
活
を
送
り
た
い

と
い
う
願
い
が
実
現

で
き
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

※1
「
８
０
５
０
問
題
」　
「
80
」
代

　
の
親
が
「
50
」
代
の
子
ど
も
の
生

　
活
を
支
え
る
と
い
う
問
題
。
背
景

　
に
は
、
子
ど
も
の
引
き
こ
も
り
な

　
ど
、
親
子
の
社
会
的
孤
立
が
あ
り

　
ま
す
。

　

※2
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」　
子
育
て
、

　
育
児
を
担
っ
て
い
る
家
庭
が
、
親

　
族
等
の
介
護
も
同
時
に
担
う
こ
と
。

　
背
景
に
は
、
少
子
高
齢
化
、
核
家

　
族
化
な
ど
、
家
族
関
係
の
変
化
等

　
が
あ
り
ま
す
。

み
や
こ
社
協
だ
よ
り

み
や
こ
社
協
だ
よ
り

№59
  ３

月
１

日
号

令
和

４
年

３
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
社

会
福

祉
法

人
 宮

古
市

社
会

福
祉

協
議

会
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◆
㈱
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
岩
手

　
代
表
取
締
役　
元
持
雅
行
様　

　
消
毒
ス
タ
ン
ド

◆
ふ
っ
こ
う
支
援
掛
川
代
表

　
曽
根
順
子
様　
み
か
ん
40
㎏

◆
み
ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱

　
宮
古
営
業
所
所
長　
中
村
淳
史
様

　
ジ
ュ
ー
ス
60
本

◆
橋
爪
商
事
㈱
宮
古
支
店
様

　
カ
レ
ン
ダ
ー
・
手
帳

◆
小
本
電
器
様　
食
品

◆
宮
古
市
中
央
通
商
店
街
振
興
組
合

　
理
事
長　
坂
下
昭
弘
様

　
食
品

◆
カ
フ
ェ
温
心
様　
食
品

◆
社
会
福
祉
法
人
若
竹
会
理
事
長

　
及
川
穣
様　
食
品
29
㎏

◆
陸
中
宮
古
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
会
長　
岩
田
博
子
様

　
レ
ト
ル
ト
白
米

◆
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
宮
古
営
業
オ
フ
ィ
ス
様

　
食
品

寄
付
の
お
礼

寄
付
の
お
礼

編
集
後
記

　

令
和
３
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
“
ち
ょ
う
さ
れ
た
”

１
年
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
は
多
々

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
だ
か
ら
こ
そ
、
個
人
で
、
地
域

で
取
り
組
む
べ
き
活
動
が
見
え
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
誰
も
が
、

誰
か
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い

で
す
ね
。　
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令
和
３
年
度
社
協
会
費

令
和
３
年
度
社
協
会
費  

〜
ご
報
告
と
お
礼
〜

〜
ご
報
告
と
お
礼
〜

　
令
和
3
年
度
の
社
協
会
費
納
入
に
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
納
入
い
た
だ

き
ま
し
た
会
費
は
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
宮
古
市
の
地
域
福
祉
活
動
推
進

の
財
源
と
し
て
大
切
に
活
用
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
当
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
法
人
会
費
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
法
人
・
事
業
所
名
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

合計金額

会費種別
一般会費
法人会費
特別会費

　　  金　額
14,536,010 円
1,436,000 円

506,000 円

16,478,010円

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

　
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
の
権
利
を
法
律
的
に
支
援

す
る
制
度
で
す
。

　
宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
が
住

み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
成
年
後
見
制
度
の
活
用
を
お
手
伝
い
し
て
い

ま
す
。

　
ご
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
「
宮
古
地
域
福
祉
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
宮
古
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）」

　
　
　
　
　
受
付
：
月
～
金
曜
日
（
土
日
祝
日
休
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
：
30
～
17
：
０
０

　
　
　
　
　
　
電
話　
０
１
９
３—



６
４—

５
０
５
２

誰
も
孤
立
し
な
い
地
域
づ
く
り
④

誰
も
孤
立
し
な
い
地
域
づ
く
り
④

〜
地
域
住
民
と
関
係
機
関
が
「
一
緒
に
」
す
す
め
る
地
域
づ
く
り
「
包
括
的
な
支
援
体
制
」
〜

〜
地
域
住
民
と
関
係
機
関
が
「
一
緒
に
」
す
す
め
る
地
域
づ
く
り
「
包
括
的
な
支
援
体
制
」
〜

ご近所

民生委員・児童委員 自治会・町内会

ボランティア・NPO 老人クラブ・婦人会

小学校・保育所等 社会福祉法人

PTA・子ども会 企業・商店

福祉協力員 福祉サービス等の事業者

つながり・支え合い

見守り・気づき

さまざまな課題を「我が事」に
自ら解決できる地域づくり

輪

●
複
合
化
・
複
雑
化
す
る

　
生
活
の
困
り
ご
と

●
包
括
的
な

　
　
　  

支
援
体
制
づ
く
り

●
地
域
の
ひ
と
と
人
、

　
　
　  

資
源
を
つ
な
げ
る

　
現
在
、
市
内
の
企
業
や
団
体
、
個
人
の
皆
さ
ま
か
ら

食
糧
や
日
用
品
等
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
く
ら
し
ネ
ッ

ト
み
や
こ
相
談
室
が
実
施
す
る
事
業
（
こ
ど
も
食
堂
、

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー（
※
）等
）や
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
へ
の
支
援
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
「
何
か
困
っ
て
い
る
人
の

た
め
に
…
」
と
い
う
想
い
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
、
ご

協
力
い
た
だ
く
件
数
も
増
え
、
支
援
を
充
実
さ
せ
た
り
、

新
た
な
事
業
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
始
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、皆
さ
ん
か
ら
「
何
か
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
け
ど
、
何
が
で
き
る
か
分
か
ら
な
く
て
」
と
い

う
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。
食
糧
等
の
提
供
は
、
そ

の
想
い
を
形
に
す

る
ツ
ー
ル
と
し
て
、

手
軽
に
取
り
組
め

る
も
の
の
１
つ
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
こ
の
他
に
も
、

皆
さ
ん
の
「
地
域

の
た
め
に
何
か
し

た
い
！
」
と
い
う

想
い
を
形
に
す
る

お
手
伝
い
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
！

　
※
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
っ
て
？

　
　
　
食
料
品
や
日
用
品
を
無
料
で
配
布
す
る
活
動
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
く
ら
し
ネ
ッ
ト
み
や
こ
相
談
室
で
は
、
市
内
に
住
む
ひ
と

　
　
　
り
親
世
帯
を
対
象
に
今
年
度
か
ら
実
施
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら
し
ネ
ッ
ト
み
や
こ
相
談
室

(

☎️
６
５—

７
０
４
６)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

(

☎️
７
７—

３
０
６
１)

「
想
い
」
を
「
形
」
に
。

私
た
ち
が
応
援
し
ま
す
！

私
た
ち
が
応
援
し
ま
す
！

何か
したい！ どうしよう

くらしネットみやこ
ボランティアセンター

市内の企業・
団体・個人等

宮古市内の
生活困窮者や
課題を抱えた人

皆さんの
「想い」を
新しい

「つながり」へ

今年度中に
提供いただいた

食糧件数
約70件
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入賞作品文集や標語ポスターは、市内公共施設や
福祉施設でもご覧になれます。ぜひご覧ください。

第
33
回
宮
古
市
福
祉
作
文
・

　
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
～
入
賞
作
品
決
定
～

　
今
年
度
の
福
祉
作
文
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

作
文
の
部
に
全
62
点
（
小
学
校
の
部
20
点
、
中
学
校

の
部
24
点
、
高
等
学
校
・
一
般
の
部　
8
点
）、
標

語
の
部
に
は
99
名
、
合
計
152
点
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
11
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
審
査

会
に
て
入
賞
作
品
34
点
が
決
定
し
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
入
賞
者
表
彰
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
令
和
4
年

１
月
15
日
㈯
、
宮
古
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
、
第
16
回
宮
古
市
社
会
福
祉
大
会
内
で
行
い

ま
し
た
。
入
賞
者
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

学
年

賞

タ
イ
ト
ル

学　
校

名　
前

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

作
文
の
部

作
文
の
部

●
小
学
校
の
部

学
年

賞

タ
イ
ト
ル

学　
校

名　
前

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

作
文
の
部

作
文
の
部

●
中
学
校
の
部

学
年

賞

タ
イ
ト
ル

学　
校

名　
前

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

作
文
の
部

作
文
の
部

●
高
等
学
校
・
一
般
の
部

学
年

タ
イ
ト
ル

学　
校

名　
前

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

作
文
の
部

作
文
の
部

●
特
別
賞

賞

標　
語

学　
校

名　
前

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

標
語
部
門

標
語
部
門

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

最
優
秀
賞

優
秀
賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
良
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
良
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
良
賞

あ
か
い
は
ね
で
げ
ん
き
な
ま
ち
に

ぼ
く
も
き
ん
メ
ダ
ル

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
え
顔

相
手
を
想
っ
て
せ
っ
す
る
大
切
さ

一
り
ん
の
ひ
ま
わ
り
か
ら
生
ま
れ
た
つ
な
が
り

タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
に
の
せ
て
あ
げ
る
よ

障
が
い
者
と
も
な
か
よ
く

も
っ
と
や
さ
し
い
し
く
み
を

ま
ず
は
、
協
力
、
思
い
や
り
の
心

神
楽
を
通
し
て
得
た
も
の

車
い
す
体
験
か
ら
見
え
た
「
壁
」

「
当
た
り
前
」
に
感
謝

命
を
守
る
た
め
に

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

田
老
第
一
小
学
校

宮
古
小
学
校

赤
前
小
学
校

田
老
第
一
小
学
校

鍬
ヶ
崎
小
学
校

山
口
小
学
校

重
茂
小
学
校

重
茂
小
学
校

宮
古
小
学
校

田
老
第
一
小
学
校

田
老
第
一
小
学
校

宮
古
小
学
校

山
口
小
学
校

宮
古
小
学
校

加か　
藤と
う　
篤あ
つ　
人と

隅す
み　
田た　
彬あ
き　
友と
も

堀ほ
り　
内う
ち　
　
　
心こ
こ
ろ

涌わ
く　
田た　
凌り
ょ　
羽う

廻ま
わ　
立た
ち　
緋あ
か　
音ね

藤ふ
じ　
田た　
茉ま

莉り

南な

木き　
村む
ら　
朱あ
か　
里り

菊き
く　
地ち　
海か
い　
斗と

山や
ま　
崎ざ
き　
　
　
空そ
ら

山や
ま　
内う
ち　
颯ふ
あ　
我ら

髙た
か　
橋は
し　
聖せ
い　
翔か

坂さ
か　
本も
と　
　
　
道み
ち

箱は
こ　
石い
し　
香か　
乃の

城じ
ょ
う
　
内な
い　
緋ひ　
那な

１
年

２
年

３
年

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
良
賞

優
良
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
良
賞

あ
の
笑
顔
を
も
う
一
度

お
母
さ
ん
の
仕
事
と
職
場
か
ら

助
け
合
う
こ
と

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

い
つ
も
笑
顔
の
お
ば
さ
ん

私
と
祖
母
の
一
年
間

歌
か
ら
学
ん
だ
こ
と

津
軽
石
中
学
校

宮
古
西
中
学
校

河
南
中
学
校

河
南
中
学
校

津
軽
石
中
学
校

津
軽
石
中
学
校

宮
古
西
中
学
校

大お
お　
森も
り　
凛り　
心み

小こ　
島じ
ま　
瑚こ　
桃も
も

及お
い　
川か
わ　
晴せ
い　
大た

飛と
び　
澤さ
わ　
依い　
織お
り

久く

保ぼ

田た　
香こ　
桜は
る

佐さ

さ々

木き　
ゆ　
き

山や
ま　
本も
と　
羅ら　
芽め

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
良
賞

子
ど
も
た
ち
に
居
場
所
を

子
ど
も
に
と
っ
て
の
幸
福
を
考
え
る

超
高
齢
社
会
の
抱
え
る
問
題

宮
古
高
等
学
校

宮
古
高
等
学
校

宮
古
高
等
学
校

後ご　
藤と
う　
萌も
も　
杏あ

田た　
代し
ろ　
歩ほ

ほ々

望み

齋さ
い　
藤と
う　
侑ゆ
う　
紀き

２
年

該
当
な
し

勇
気
を
出
し
て
助
け
よ
う

該
当
な
し

奇
跡
の
福
祉

ま
だ
見
ぬ
福
祉
の
世
界

私
の
周
り
の
社
会
保
障
制
度

鍬
ヶ
崎
小
学
校
４
年

津
軽
石
中
学
校
３
年

宮
古
高
等
学
校
２
年

宮
古
高
等
学
校
２
年

澤さ
わ　
口ぐ
ち　
智と
も　
香か

金か
な　
森も
り　
悠ゆ
う　
成せ
い

鈴す
ず　
木き　
優ゆ
う　
香か

鈴す
ず　
木き　
　
　
楓か
え
で

小
学
校
１
～
２
年
生
の
部

小
学
校
３
～
４
年
生
の
部

小
学
校
５
～
６
年
生
の
部

中
学
校
の
部

高
等
学
校
・
一
般
の
部

高
等
学
校
・
一
般
の
部

特
選

入
選	

佳
作

あ
り
が
と
う
貴
方
が
く
れ
た
愛
言
葉

認
め
合
お
う
個
性
は
み
ん
な
違
う
か
ら

思
い
や
り
人
へ
人
へ
と
継
が
れ
て
く

や
さ
し
さ
で
心
の
つ
な
が
り
生
ま
れ
る
よ

あ
り
が
と
う
感
謝
の
言
葉
で
広
が
る
笑
顔

た
す
け
あ
う
な
か
ま
が
い
る
よ
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

宮
古
高
等
学
校
２
年

新
里
中
学
校
３
年

新
里
中
学
校
２
年

鍬
ケ
崎
小
学
校
４
年

新
里
中
学
校
２
年

高
浜
小
学
校
２
年

大お
お　
谷た
に　
優ゆ
う　
理り

大お
お　
洞ほ
ら　
春か

日ず

桜さ

大お
お　
森も
り　
優ゆ　
那な

澤さ
わ　
口ぐ
ち　
智と
も　
香か

東ひ
が
し
　
館た
て　
諒り
ょ
う　
成せ
い

金か
な　
澤ざ
わ　
将し
ょ
う　
真ま

岩手県共同募金会宮古市共同募金委員会
令和３年度共同募金（赤い羽根・歳末たすけあい）運動結果報告

 たくさんのご協力ありがとうございました！
募金総額 17,915,262円

（赤い羽根募金10,293,220円 /歳末たすけあい募金7,622,042円）
募金受付期間・10月１日から12月 31日まで

本年度の募金活動は、新型コロナウイルス感染防止対策をとりながら活動しました。
募金にご協力・ご支援をいただきました皆さまに感謝申し上げます。
お寄せいただいた募金額と、その使途についてご報告します。

赤い羽根共同募金運動
募金総額 10,293,220円

（募金目標額 13,693,000 円　達成率 75.2％）

　本年度お寄せいただいた募金は、約 70％
が令和４年度に宮古市で実施される地域福祉
活動事業費として配分されます。
　また、約 30％は大規模自然災害に備えた
災害準備金として積み立てられ、災害発生時
に活用されます。
　また、新たな募金活動として取り組んだ、
寄付つき商品の立ち上げや、昨年度に引き続
きガチャポンマシーンの活用による募金活動
にも積極的に取り組みました。

宮古市歳末たすけあい運動
募金総額 7,622,042円

（募金目標額 9,304,000 円　達成率 81.9％）

　お寄せいただいた募金は、右記のとおり支
援を必要とされる方々へ配分され、地域の福
祉活動の充実や、福祉のまちづくりの推進を
図るために活用されました。
　なお、募金総額から、配分額と事務経費

（335,000 円）を差し引いた額は、来年度の
地域福祉活動日として役立てられます。

　コロナ禍での新たな募金
活動として、「寄付付き商品」
を立ち上げました。商品代金
の一部 80,726 円の寄付を
いただきました。ArtEriy's
様、ご協力ありがとうござ
いました。

戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
学 校 募 金
職 域 募 金
イ ベ ン ト 募 金
個 人 募 金
そ の 他 の 募 金

合　計

7,528,090
372,498

1,233,550
215,396
542,480
10,941

147,911
242,354

10,293,220

円
円
円
円
円
円
円
円
円

募 金 の 内 訳 金 額

戸 別 募 金
個 人 募 金
そ の 他 の 募 金

合　計

7,459,150
44,846

118,046
7,622,042

円
円
円
円

種 別 実  績  額（円）

◆地域福祉活動団体配分　　　　　　10団体　206,000円
　市内で活動している障がい児・者会、親の会や子育てサー
クル、私立・無認可保育園の年末年始に行う行事の経費の
一部として

◆地域福祉活動事業配分
「みんなでささえあう　あったかい地域づくり支援事業」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　15団体　574,000円
　地域のみんなが互いに交流し助けあい、住民が主体となっ
て行う年末年始の交流・助けあい活動の経費の一部として

◆在宅者配分　　　　　　　　　　 543件　5,430,000円
　介護人　　　　　　　　　　　　 206件
　在宅重度心身障がい児・者　　　 120件
　出生世帯　　　　　　　　　　　 217件


